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市
は
、
市
立
総
合
病
院
と
北
海
道
中
央

労
災
病
院
の
統
合
を
前
提
と
し
た
新
病
院

の
建
設
に
向
け
て
、
新
病
院
建
設
基
本
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
基
本
計
画
の
中
で
決
定
す
る
項
目
の
う

ち
、
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
（
方
針
）
や
診
療

科
・
病
床
数
、
建
設
候
補
地
な
ど
の
重
要

な
項
目
は
、
本
年
２
月
に
〝
新
病
院
の
骨

格
（
案
）〟
と
し
て
示
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）や
市
民
説
明
会
、

関
係
団
体
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
を
通
じ

て
、
多
く
の
ご
意
見
な
ど
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　
そ
の
結
果
、
新
病
院
の
建
設
地
に
対
す

る
皆
さ
ん
の
関
心
が
高
い
こ
と
か
ら
、
建

設
地
の
決
定
を
最
優
先
事
項
と
し
ま
し

た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、

新
病
院
に
求
め
ら
れ
る
立
地
を
総
合
的
に

勘
案
し
た
結
果
、
北
海
道
中
央
労
災
病
院

用
地
を
新
病
院
の
建
設
地
に
決
定
し
ま
し

た
。

北
海
道
中
央
労
災
病
院
用
地
に
決
定

問合先　市立総合病院 新病院建設準備室（９西７）　☎ 22-1650

これまでの経過
令和3年7月 〝岩見沢市立総合病院と北海道中央労災

病院の統合に係る基本合意書〟を締結
10月 新病院建設基本計画の策定に着手

令和4年2月 市議会の新病院建設特別委員会で〝新病
院の骨格（案）〟を報告

3月 パブリックコメント、市民説明会、関係
団体との意見交換会などを実施

4月 市議会の新病院建設特別委員会で、北海
道中央労災病院用地を新病院の建設地と
することを報告

今後の予定
　いただいたご意見なども参考としながら、本年 9 月を
めどに引き続き基本計画の策定に取り組みます。
　新病院の建設地に対しては、交通アクセスの利便性を
重視する意見が多かったことから、新病院への交通アク
セスの更なる向上に向け、今後、公共交通事業者など関
係機関との協議を進めます。

新病院建設に関する詳し
い内容は、市立総合病院
ホームページをご覧くだ
さい

決定理由
新病院の骨格（案）で
　〝早期性〟と〝経済性〟の観点から 4 つの建設候補地
の中から選定することとしました。
建設候補地
◦旧競馬場用地
◦大和地区公共用地
◦旧駒岩用地
◦北海道中央労災病院用地

特に重視すべき観点として
防災と安全性 災害発生時における医療の継続性
利便性 公共交通機関などによるアクセスの確保

建設地を決定
　災害時に交通が完全に分断されるリスクが低く、救急
搬送をはじめとするアクセス確保の面から、国道に面し
た立地の優位性を高く評価し、北海道中央労災病院用地
に決定しました。

北海道中央労災病院用地の概要
所 在 地 岩見沢市 4 条東 16 丁目 2 番地 外 4 筆
敷地面積 75,660㎡
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https://www.iwamizawa-hospital.jp/construction/index.html

